
                                               
                

学校法⼈東京国際フランス学園 
令和 4 年 5 ⽉ 31 ⽇ 開催 

  評 議 員 会 決 議 録 （ 翻 訳 ）  
 
⽇時   令和 4 年 5 ⽉ 31 ⽇ 11 時  
 
場所   学校法⼈ 東京国際フランス学園（リモート会議） 
 
出席評議員： 9 名       
-  ニコラ・ティリエ：仏⼤使館公使                   
-  ステファン・マルタン：仏⼤使館⽂化参事官 
- エリ・キュイエレ：仏⼤使館⼤学交流・フランス語担当官 
- アンヌロール・カンペルス：法⼈事務局⻑ 
- クロード・ウレン：法⼈総務部⻑ 
- ジル・サンセバスチャン：幼児・初等科校⻑ 
- ピエールフランソワ・ヴィルキャン：保護者代表 
- フランソワ・ルーセル：在⽇フランス⼈選挙区選出議員                         
-  パトリック・パション：卒業⽣代表 
 
⽋席評議員（委任状有）：8 名 
- ジル・アルモスニノ：仏在外教育庁アジア圏調整役（カンペルス⽒に投票権を委任） 
- ティエリー・ヴィアル：仏教育省視察官（ハノイ）（カンペルス⽒に投票権を委任） 
-  フィリップ・セトン：駐⽇⼤使（マルタン⽒に投票権を委任） 
- マルクアントワーヌ・ユロー：仏⼤使館領事（マルタン⽒に投票権を委任） 
- クリスティーヌ・シモン：仏⼤使館総務部⻑（カンペルス⽒に投票権を委任） 
- ジェシカ・ンクンバ・ンクンバ：仏⼤使館会計官（カンペルス⽒に投票権を委任） 
-    マリー・ドイヤンベール：中・⾼等科校⻑（カンペルス⽒に投票権を委任） 
- ルネ・カラズ：保護者代表（ヴィルキャン⽒に投票権を委任） 
 
出席オブザーバー：1 名 
-  ジャンマルク・リスナー：在⽇フランス⼈選挙区選出議員 
 
⽋席評議員 
- アルメル・カイエール：フランス商⼯会議所会頭 
- マリカ・ピリウ：仏⼤使館副領事 
 
 
- ティエリ・コンシニー：在⽇フランス⼈選挙区選出議員 
 
⽋席オブザーバー： 
-  マリージョゼ・マリー：在⽇フランス⼈選挙区選出議員 
 



                                               
評議員の本⽇の定⾜数を確認後、校⻑が 11 時に本臨時評議員会の開会を宣⾔する。 
キュイエレ⽒が議⻑を務めることに同意する。 
 
書記：サンセバスチャン⽒ 
副書記：ヴィルキャン⽒ 
 
1.  給⾷業務委託 
 
2022 年 4 ⽉ 19 ⽇に⾏われた臨時理事会に引き続いて、給⾷の業務委託契約について評議員に
諮問することとなった。 
 
シーザースキッチン株式会社は、学園側の厳しい要求を全⾯的に受け⼊れた契約案を提⽰した。 
 
もう⼀つ、最近設⽴された⼩規模な会社もあったが、現時点では、学園側の要望のすべてを保
証することはできないように思われる。仮にこの会社が今回選ばれなかったとしても、3 年後に
シーザースキッチンとの間に何らかの問題が⽣じた場合は、検討する価値のある会社であると
いえる。 
在⽇フランス⼈選挙区選出議員フランソワ・ルーセル⽒は、この⼆つ⽬の会社は、これ以上の
契約案を準備するにはおそらく時間が⾜りなかったであろうと述べる。同時に現給⾷職員の状
況を尋ねる。 
校⻑が、合意退職への署名状況や、現在進⾏中の交渉等について報告する。 
 
- 5 名が合意退職に署名 
- 有期雇⽤契約期間も合意退職⼿当の計算のベースとなる年功に含めるよう、2 名の職員が要
請 

- 1 名の職員は署名を断固拒否しているが、役員事務局は交渉を続けている。 
 

また、上記職員の⼀部と現在交渉中である事項について同意が得られれば、すでに合意退職に
署名した職員にもこれが適⽤されることになる。 
 
 
 
シーザースキッチンとの委託業務契約について評議員会に諮問する。 
賛同：16票 
反対：0 
棄権：1 票 
 
2. 別館校舎の給⾷予算 
 
ウレン⽒が、別館の給⾷予算案を発表する。これはこの部⾨の全⾯的な外部委託を前提とした
ものとなっている。この 2022-2023 年度の修正予算案は、2022 年 4 ⽉から 8 ⽉までは現⾏の給
⾷部⾨体制、また 2022 年 9 ⽉ 1 ⽇以降は、全⾯的な給⾷外部委託に基づいて計算されている。 



                                               
またこの予算には、給⾷職員に提案された退職⼿当も含まれている。今年度、⼤きな推測⾚字
が計上されているのはそのためである。 
 
新学期が始まる前に、保護者の試⾷やセッティングチェック、またメニューの確認などができ
るのかどうかパション⽒が尋ねる。校⻑は、契約が締結されたら、シーサースキッチンとこの
点について検討することができると答える。 
 
在⽇フランス⼈選挙区選出議員フランソワ・ルーセル⽒が、今後 3 年間は給⾷費の据え置きが
予定されていることについて再度確認を求める。契約書には、理事会の同意なしにタリフを変
更することはできないと規定されており、今後 3 年間、会社は理事会にタリフの値上げを提議
しないことを約束していると、経理・総務部⻑が説明する。 
 
この修正予算について評議員会に諮問する。 
賛同：16票 
反対：0 
棄権：1 票 
 
会議は 11 時 28分に閉会となる。 
 

議⻑代理 事務局⻑ アンヌロール・カンペルス 


